
私のキャリアの中で、子どもの障がいについて職場のメンバー
に打ち明けたことが大きな転機だったと思います。子どもが
まだ小さく手がかかる時期に、仕事がとても忙しくて残業の
上限時間ギリギリまで仕事をしており、家に帰っても子ども
の寝顔を見るだけの生活でした。妻も私も精神的・肉体的に
限界が来ており、会社の従業員相談室に話したところ「非常
に難しい問題ですが、育児に専念する時間を確保できる職場
に異動するか、職場のメンバーに家庭の状況を打ち明けて協
力してもらうかの選択になると思います」という言葉をいた
だきました。そこで、勇気を出して職場のメンバーに自分の
状況を洗いざらい話し、協力してほしいことを伝えました。
話したところ、皆さんが私の状況を理解し、業務量の調整を
したり私の予定に合わせて会議を設定するなど、サポート体
制を整えてくれました。あの時異動をしなくて良かったと思
うとともに、職場のメンバーには感謝しています。もし、今
同じような状況の方がいたら一人で抱え込まず、周りに相談
することで解決する道を探ってほしいと思います。



障がいのある子どもの将来は親が準備しておく必要があ
るというプレッシャーを感じながら、日々両立に奮闘し
ています。おそらく、私の子どもは (今の障がいの程度
からすると )就職しても自分が生活できるだけのお金を
稼ぐことは難しいと思います。さらに、条件にもよりま
すが、障害年金の受給も難しいと思っています。子ども
が大きくなった今は、日常生活だけを見れば健常児の家
庭との差異は少ないように感じますが、障がいのある子
どもがいる親は、自分たちがいなくなった後の子どもの
生活を資金面でも準備する必要があります。悩んでいる
点は、障がいのある子どもを育てる家族のライフプラン
サポートや相談先が少ないことです。また、会社の制度
面は整っていると感じますが、同じ境遇の方との対話会
のようなものがあると良いと思います。


